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解答類型 

①正答 

内容〇 

形式〇 

２ 

内容〇 

形式× 

（二段落） 

３ 

内容〇 

形式× 

（その他） 

４ 

内容× 

形式〇 

 

５ 

内容× 

形式× 

 

無解答 

解答率 21.2％ 11.7％ 0.6％ 14.9％ 33.4％ 18.2％ 

〇 書く内容は理解しているものの、段落構成に理解が及ばない解答や二段落にしているが 1 字下げ

ができていない等、形式面での誤答を合わせると、全体の 12.3％だった。 

〇 調べる方法が不適切な解答の間違い、つまり内容に不備がある解答は、14.9％であった。「調べる

方法」として適切でないものや、「調べる方法」に踏み込めず、選んだ理由を述べるにとどまってい

る解答も多くみられ、設問を正しく理解する力、自ら考えて解決する力が求められる内容であった。 

〇 内容・形式ともに不十分な解答は、全体の 33.4％であった。無解答率と合わせると、全体の半数を

占めている。問われていることを正しく理解し、自ら考えて解決する力の育成が求められる。 

小学校 第４学年 国語 13（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題の趣旨】 

○ 条件に沿って自分の考えを決め、情報の集め方を書く。 

【問題の内容】 

○ 調べたい月のもようの見え方と、調べ方を二段落構成で書く。 

      

問題の学力のレベル 

レベル７－Ａ 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨 ・ 内 容 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 

２ 国語 
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三 

小
学
生
に
「
大
き
く
な
っ
た
ら
な
り
た
い
も

の
」
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。

二
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
く
ら
べ
、〈
注
意

す
る
こ
と
〉
に
し
た
が
っ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 
 
<

注
意
す
る
こ
と>

 

 
 

①
百
二
十
字
以
上
、
百
六
十
字
以
内
で
書
く
。

②
段
落(

だ
ん
ら
く)

を
二
つ
に
分
け
て
書
く
。 

 
 

③
一
つ
目
の
段
落
に
は
、
ど
ち
ら
の
年
も
十
位 

 
 

ま
で
に
選
ば
れ
て
い
る
職
業
を
一
つ
書
く
。 

④
二
つ
目
の
段
落
に
は
、
そ
の
職
業
が
三
十
年 

 
 

た
っ
て
も
人
気
が
あ
る
理
由
を
書
く
。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「授業スタンダード」の視点：「ペアやグループでの話合い」で書く視点を焦点化する】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「授業スタンダード」の視点：「振り返りの充実」で何を学んだかを明確にする】 

 三
年
生
は
、「
材
料
」
や
「
作
り
方
」
を
知

り
た
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

 

○ 活用力育成シート、定着確認シート等の活用 

目的や意図に応じて、調べたことを整理して書く指導 

【
出
典
】 

「
定
着
確
認
シ
ー
ト
」 

H28 

小
学
4
年 

第
5
回 

 

郷
土
料
理
を
し
ょ
う
か
い
す
る 

レ
ポ
ー
ト
を
作
ろ
う 

め
あ
て 

友
だ
ち
に
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た

め
に
は
、
何
を
書
け
ば
い
い
か
な
。 

「こづゆ」についての取材メモ（5班） 
・こづゆは会津地方の郷土料理なので、みんなに知ってほしい。 

・ほした貝柱でだしをとる。 

・豆ふ、にんじん、しいたけ、さといも、きくらげなどをにる。 

・お祭りや正月、けっこん式等、おめでたい日に出される。 

・こづゆという名前は、「小吸物」から変化したもので、かつて

は「かいつゆ」とも呼ばれていた。 

作
り
方 

名
前
の
由
来 

調
べ
た
理
由 

学習活動① 取材した中から必要な事柄を選び、何を書けばいいか話し合う。 
【学習指導要領 B 書くこと アイ】 

み
ん
な
は
、「
材
料
」
や
「
作
り
方
」
を
知

り
た
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。 

学習活動② できた作品を児童同士で読み合い、よりよい書き方を共有する。 
【学習指導要領 B 書くこと エオ】 

「
調
べ
た
理
由
」
は
、
最
初
に
書
こ
う
。 

 
取材した事柄の中から、同じような材料を比較して、どちらが書きたい事柄に合

っているかを考えたり、読み手が理解しやすいように、事柄ごとに分類したりする
活動を通して、自分が伝えたいことを明確にさせることが大切です。 

 

先生の添削で終わるのではなく、児童自身が間違いなどを正したり、よりよ
い表現に書き直したりすることによって、整った文章になることが実感できる
ようにしましょう。そのために、下書きと推敲後の文章を比べるなどの工夫を
することが大切です。また、振り返りの時間を確保し、学んだ「書き方」のよ
さを言語化させ、他でも使える力として育てていきましょう。 

三 

小
学
生
に
「
大
き
く
な
っ
た
ら
な
り
た
い
も
の
」

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
採
り
ま
し
た
。
二
つ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
く
ら
べ
、〈
注
意
す
る
こ
と
〉

に
し
た
が
っ
て
書
き
ま
し
ょ
う
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〈
注
意
す
る
こ
と
〉 

 

①
百
二
十
字
以
上
、
百
六
十
字
以
内
で
書
く
。 

 

②
段
落(

だ
ん
ら
く)

を
二
つ
に
分
け
て
書
く
。 

 

③
一
つ
目
の
段
落
に
は
、
ど
ち
ら
の
年
も
十
位 

 
 

ま
で
に
選
ば
れ
て
い
る
職
業
を
一
つ
書
く
。 

 

④
二
つ
目
の
段
落
に
は
、
そ
の
職
業
が
三
十
年 

た
っ
て
も
人
気
が
あ
る
理
由
を
書
く
。 


